
                                       平成 25 年７月 

八戸市建築物における 
駐車施設の附置等に関する条例の改正について 

                   平成 25 年 10 月 1 日から施行します 

 
附置義務駐車台数の算定方法                     

 

Ⅰ．荷さばき駐車施設の附置義務台数 計算フローチャート  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【届出窓口・お問い合わせ先】 

八戸市 都市整備部 都市政策課 都市計画ｸﾞﾙｰﾌﾟ（市庁別館 6 階） 

TEL 0178-43-9420 / FAX 0178-41-2302 

E ﾒｰﾙ toshisei@city.hachinohe.aomori.jp 

はい 

いいえ

はい 

いいえ 

荷さばき駐車施設の 

附置義務はありません。

百貨店その他の店舗の用途に供する部分の床面積÷3,000＋事務所

の用途に供する部分の≪みなし床面積≫÷5,000＋倉庫の用途に供す

る部分の床面積÷1,500＋その他の特定用途に供する部分の床面積÷

4,000 

 

≪Ａ≫×[1－{(6,000－延床面積)÷(2×延床面積)}]

百貨店その他の店舗の用途に供する部分の床面積÷3,000＋事務所の用途に供する部分の床面積÷5,000 

＋倉庫の用途に供する部分の床面積÷1,500＋その他の特定用途に供する部分の床面積÷4,000 

いいえ

特定用途部分の延床面積 ＞ 2,000 ㎡ 

建築物の延床面積＜6,000 ㎡ 事務所の用途に供する床面積＞10,000 ㎡ 

附置義務台数(端数切り上げ)＝≪Ａ≫ 

※台数の緩和はありません。 

次の建築物は、附置義務台数が緩和されます。 

①延床面積が 6,000 ㎡未満の建築物  ②事務所の用途に供する部分の床面積が 10,000 ㎡超の建築物 

はい 

算出台数・・≪Ａ≫ 

附置義務台数(端数切り上げ) 

附置義務台数(端数切り上げ) 

次の式で算出された面積を事務所の用途に供する部

分の床面積とみなします。 

(10,000㎡超50,000㎡までの部分の床面積)×0.7 

＋(50,000㎡超100,000㎡までの部分の床面積)×0.6 

＋(100,000㎡超の部分の床面積)×0.5＋10,000 

みなし床面積(単位:m2)


